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5-4; 内視鏡的騨，胆道造影法
税所宏光(ー内)
最近，十二指腸ファイパースコープの進歩により，醇
管，胆道の逆行性造影が行なわれるようになったo
胃内視鏡検査に準じた前処置の後，左側臥位でスコー
プを挿入し，乳頭を確認したら，スコープのアングノレあ
るいは回転操作で視野の中央に乳頭を見るようにし，ス
コ{プの先端から出したカニューレを乳頭の開口部に挿
入する。挿入後，造影剤を注入し，醇管あるいは胆管が
造影されることを確認したら，背臥位あるいは腹臥位
で，さらに充分の造影剤を注入してX線撮影する。
腺房造影まで行なった症例はないが， 現在 20数例の
経験例では，検査翌日以後，尿アミラーゼの上昇， 腹
痛，発熱などの拝炎，胆管炎様の症状を呈した例はな
く，合併症の少ない安全な検査法と思われる。
本法は胆道造影にも応用されるが，特に醇管造影は，
信頼されうる醇の形態学的検査法の乏しい現在，醇疾患
診断のために大きな期待が持たれている。 
5-5. 胆道内視鏡
西村 明(二外)
手術時に胆道系病変を把握する方法として，消息子探
索，術中胆道造影，胆道内圧測定などが主なものである
が，欧米では古くから確定診断としての胆道内視検査が
併用されている。胆道鏡は最初は硬性であったが，最近
はグラスファイパーによる軟性のものが開発されてい
る。
演者は 1967年以来，国産による新考案の胆道ファイ
パースコープの製作を行ない，臨床応用を重ねてきた。
従来のスコープでは結石の存在診断を行なっていたが，
本機では胆道濯流液の腹腔内流出を防止し，充分な胆道
内洗糠と術中細胞診が可能であるのが特長である。現在
まで胆道内視を 77例，細胞診を 28例に行ない，その有
用性を認めている。
今回はその構造と使用法，正常および異常胆道内視所
見，細胞診成績について述べる。 
5-6. Culdoscopyによる排卵誘発適応患者の診断
関 光倫(産婦)
産婦人科領域における腹腔内診断用内視鏡検査として 
Culdoscopyおよび Laparoscopyがある。 
Culdoscopyは婦人科特有の検査法で，後腔円蓋より
スコープを刺入する。これは Deckerにより開発され，
米国で発達し， Laparoscopy は主としてヨーロッパで
繁用されてきたが，最近は米国でも Culdoscopy より 
Laparoscopyの方が多用されている。
今回は，われわれが主として排卵誘発に反応する卵巣
の診断に応用してきた Culdoscopyについて略述する。 
Cu1doscopyは患者自身に胸膝位をとらせるため軽い麻
酔で行なう。心肺疾患のある患者や，ダグラス胃に癒着
のある症例は禁忌である。排卵誘発が成功するために
は， endogenousまたは少くとも exogenous gonado-
tropin に卵巣が反応する必要がある。これは血中また
は尿中 FSH，LHを定量するか， Cu1doscopyなどの
手段で肉眼的，組織学的に卵巣を診断するか，または実
際に gonadotropin療法で診断的治療を行なう以外に
予測できない。今回はこの 3者の関係について述べる。 
5-7. コルポスコープによる子宮癌の早期診断
高見沢裕吉(産婦)
われわれの教室では，子宮癌の早期診断のため細胞
診，コ jレポスコピー，組織診の 3者を併用しているが，
その成績をコノレポスコープ診断成績を中心として報告す
る。基底，分野，白斑のいわゆるトリアスは上皮内癌，
微小侵入癌，高度異型上皮に見られ，進行した癌ではむ
しろ減少し，異型血管，異常隆起，異常増殖などの所見
がこれに代って見出された。良性で上記トリアスの認め
られるのは，扇平上皮化生で腺上皮領域を置換する場合
で，変換帯所見と密接な関連をもって出現することがわ
かった。
良性・悪性いずれの基底分野像においても，上皮内に
結合織を伴う毛細管係蹄が間質乳頭として潜入している
像が組織学的に見られた。年令と共に扇平円柱連合部が
頚管内に移動するため，高令者のコ Jレポ所見には限定が
あるが，若年者の場合，上皮変化を極めてよく反映して
し、る。
コルポスコープの弱点、は，細胞診がよく補っており，
組織学的に癌または異型上皮と認めた全例において，コ
ノレポスコープまたは細胞診で異常所見が見出され，両者
とも異常を認めたものも高頻度に記載されている。 
5-8. 関節鏡による膝関節疾患の診断
松井宣夫(整外) 
1920年高木により，わが国において始めて開発され
た関節鏡は， 渡辺により 1953年から改良が重ねられ，
その後広視野光学レンズの利用により， 渡辺式 21号機
の完成を見るに至り，整形外科方面においても， Endo-
scopeの普及も目ざましくなりつつある。
今回，関節鏡の使用方法，適応，使用上の注意点，読
影方法などにつき述べ，最近特に急増しつつある交通，
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産業災害，スポーツ外傷などによる靭帯損傷，半月板損
傷および慢性関節リウマチ，変形性膝関節症，痛風性膝
関節炎，結核性膝関節炎などの関節鏡所見につき合わせ
供覧する。
また，難治性の慢性膝関節リウマチの治療法としての 
Endoscopeの応用についても述べたい。 
5-9. 喉頭内視鏡下の Microsurgery(Laryngo・
 
microsurgery) 

金子敏郎・浅野 尚(耳鼻)
喉頭，主として声帯に発生した新生物に対する手術の
むずかしさは，小さければそれだけ操作が困難であり，
大きいと不必要に声帯を傷つけて発声機構を損傷する点
である。この点を解決する目的，すなわち病変部を詳細
に観察しながら摘出すると同時に，発声機能を保存する
方法として声帯病変部を直視下にして手術をする方法が
考案されている。
方法は，支持喉頭直達鏡を声門よりやや上方まで挿入
し固定し，声帯を直視しながら両手を使用しで病変部を
摘出するのである。局麻または挿管麻酔で行なうことが
多いが，最近は非挿管全麻で行なう場合もある。
適応は主として声帯ポリープないしポリープ様声帯に
対してであるが，その他喉頭腫療の試験切除，喉頭蓋嚢
腫に対しでも応用している。また i側反回神経麻庫で声
門下に液性合成樹脂を注入する場合にも応用している。
声帯限局の腫虜摘出にも応用でき，今後麻酔法の進歩と
相侯ってその応用は拡大されるものと思う。 
5-10. 内視鏡診断の進歩一一気管支鏡一一
堀江昌平(肺研)
肺癌が，胸部外科の主要な治療対象として登場するに
あたり，気管支鏡検査は， X線検査，細胞診とともに肺
癌の 3主要診断法のひとつとして必須の検査法になって
きた。 1957年にわれわれが考案発表した全麻併用気管
支鏡は，現在日常の診療に手軽にかつ安全に，しかも確
実にいろいろの気管支内検査を行なう条件として使用さ
れており，同時に開発したグラスファイパーを用いた硬
性気管支鏡， 1966年に開発した軟性気管支鏡とともに，
気管支内診断法，あるいは治療法に大きな貢献をしてい
る。
また，河合，香月教授らにより考案実施された選択的
擦過細胞診断法も，現在有力な細胞診断法として用いら
れており，これらは最近開発したオリムパス製 5B2，町
田製 6型とともに組合せ，さらに「同時二方向透視 X線
装置」とともに全肺野にわたって診断可能となってき
た。これらの諸点について，映画も供覧して述べてみた
し、。
